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衆議院財務金融委員会ニュース

平成 22.3.2 第 174 回国会第６号

3月 2日（火）、第６回の委員会が開かれました。

１ ①平成 22 年度における財政運営のための公債の発行の特例等に関する法律案（内閣提出第３号）

②所得税法等の一部を改正する法律案（内閣提出第 14号）

③租税特別措置の適用状況の透明化等に関する法律案（内閣提出第 15 号）

・鳩山内閣総理大臣、菅財務大臣、亀井国務大臣（金融担当）、野田財務副大臣及び峰崎財務副大臣に対し質疑を行い、

質疑を終局しました。

・小野塚勝俊君（民主）、德田毅君（自民）、石井啓一君（公明）及び佐々木憲昭君（共産）が討論を行いました。

・①について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成―民主 反対―自民、公明、共産）

・②について採決を行った結果、賛成多数をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成―民主 反対―自民、公明、共産）

・③について採決を行った結果、全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。

（賛成―民主、自民、公明、共産）

・①に対し中塚一宏君外２名（民主、自民、公明）から提出された附帯決議案について、石井啓一君（公明）から趣旨

説明を聴取しました。

・採決を行った結果、賛成多数をもってこれを付することに決しました。

（賛成―民主、自民、公明 反対―共産）

（質疑者及び主な質疑内容）

（ここから内閣総理大臣出席）

竹 本  一君（自民）

・実母からの資金贈与に係る納税問題を巡る国民の不信

感について、鳩山総理大臣自身の所感を伺いたい。

・子ども手当等の民主党マニフェストに掲げた政策を完

全実施する意思はあるのか。また、民主党マニフェス

トを実現するための財源をどこから捻出するのか伺い

たい。

・日銀が国債の直接引受けを行う可能性はあるのか、菅

財務大臣と亀井金融担当大臣の見解を伺いたい。

与謝野 馨君（自民）

・平成 22 年度予算及び税制改正の基本的考え方につい

て伺いたい。

・平成 22 年度予算において、民主党マニフェストに掲

げた政策で実現できなかったものは何か伺いたい。

・中期財政フレームを本年６月までに策定する意思の有

無について伺いたい。

・財政赤字の発散を止めるための方策と菅財務大臣の決

意について伺いたい。

茂 木 敏 充君（自民）

・小沢民主党幹事長の政治資金問題について、本人に国

会において説明責任を果たすよう改めて要請する意思

が鳩山総理大臣にあるのか伺いたい。

・平成 22 年度予算における民主党マニフェストに掲げ

た政策の実現状況について伺いたい。

・子ども手当には少子化対策としての効果があるとして

いるが、出生率がどの程度改善すると見込んでいるか

伺いたい。

・子ども手当の使途の所得階層別調査によれば、中低所

得層は貯蓄が多いのに対し高所得層は教育向けの支出

が多いので、教育格差が拡大するのではないか。

竹 内 譲君（公明）

・民主党は政治とカネの問題にけじめを付けるべきと考

えるが、鳩山総理大臣の所見を伺いたい。

・戦前の「ロンドン海軍軍縮条約締結に関する統帥権干

犯問題」が現在の政党政治の在り方に与える教訓につ

いて、鳩山総理大臣の所見を伺いたい。

・子ども手当の支給額を月額２万６千円としたことの根

拠を伺いたい。また、満額支給が実現できなかった場

合には鳩山総理大臣は責任を取って辞任すべきではな

いか。



本ニュースは、速報性を重視した概要版として事務局において作成しているものです。

詳細な内容については会議録を御参照ください。
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佐々木 憲 昭君（共産）

・当期利益を超える配当を行っている大企業があるが、

このような株主優位の風潮について、鳩山総理大臣の

所見を伺いたい。

・証券優遇税制は廃止すべきと考えるが、鳩山総理大臣

の所見を伺いたい。


